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研究成果の概要（和文）： 

本研究は日本を代表する歴史都市・京都の近世寺院建築と寺町景観に関する建築史研究である。

京都に集積する寺町景観の成立画期を「天明の大火」（1788 年）と捉え、この大火前後での都

市景観の変容を分析した。基軸となる着想は、現存する錣葺き仏堂の分布状況と「天明の大火」

被災域を比較することで、大火による景観変容を論証するものである。この目標に向かって、

フィールド・ワークと絵画分析（「都名所図会」等）を組み合わせた独自の方法論を用いた。 

 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
This is a historical study on townscape of temple buildings in Kyoto. I took notice of 
the change of architectural style of temple buildings before and after the Great Fire 
of Tenmei in 1788. By overall field survey and investigation of pictures describing Kyoto 
before the great fire, I was able to prove the change of roof design and the relation 
between the distribution of buildings with the roof of an old style and the damaged area 
by the great fire. 
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１．研究開始当初の背景 
 

（１）着想に至った経緯 

 

本研究の着想に至ったのは京都のひとつ

の町並みと「都名所図会」との出会いによる。

前者は、中小寺院が群として町並みを形成す

る「二条川東の寺町」（京都市左京区）であ

る。ここには約 50 か寺の中小寺院が連なる

が、注目されるのがそれらの造営年代である。

すなわち、「宝永の大火」（1708）復興期に集

中する。本山寺院・塔頭の境内という類型を

除けば、天明の大火以前の町並みを今に伝え

るのは、京都ではこの二条川東のみと推察さ

れる。さらに、近世建築がその造形力を開花

させた享保期から宝暦期の中小寺院群から

なる歴史的町並みとして、希少な寺町景観だ

といえよう。 

 

京都市街地は天明 8年（1788）に発生した

「天明の大火」の罹災地区で占められ、寺町

通（鴨川西岸）などの寺院が集中地区に現存

する建築群は江戸時代後期の造営にかかる。

さらに、それら天明の大火復興期の建築と、

二条川東でみられる天明の大火以前の寺院

建築の外観特性が全く異なる様相を呈する

点に着目したい。最も顕著なのは「錣葺き屋

根」である。京都市街地の仏堂では錣葺きは

ほとんどみられない。それに対して、二条川

東ではその仏堂の多くが錣葺きないし裳階

付き重層建築であり、独特な寺町景観を今に

伝える。 

 

（２）文化財調査・建築史研究の空白期  

 

周知のように京都の都市構造は明快な階

層性をもつ。中心市街地には碁盤目状の街区

に中小寺社が町家に連なり点在する。一方で、

東山山麓といった郊外には、本山寺院の巨大

な境内が立地する。『京都府の近世社寺建築』

（1983）に代表される既往の建築史研究の対

象は、主に後者の本山寺院である。また文化

財指定・登録の対象も周辺地区に集中する。

本山寺院に当時最高の建築技術・材料が投入

されたわけであり、これは当然の動向といえ

よう。 

 

ところで、寺社数の分布からみれば、京都

市街の方が高密に所在し、周辺部は数が少な

いという現状がある。それが文化財としてみ

ると、京都市街地には歴史的建造物がほとん

ど所在していないことになる。これに加えて、

最新の文化財調査は「近代和風建築」であり、

明治時代以降の歴史的建造物を対象とする

（『京都府の近代和風建築』2009）。 

 

つまり、天明の大火復興期の建築群は、近

世社寺建築調査と近代和風建築調査の双方

にはさまれた時期で、まさに歴史的評価から

抜け落ちた空白期となっている。この歴史的

評価が明確でない建築群が、本研究課題の射

程となる。 

 

 

２．研究の目的 

 

（１）目的 

 

本研究は「天明の大火」による京都の景観

変容、とりわけ中小の寺社建築とそれらの群

としての寺町景観の分析を通して、現存する

江戸時代後期の建築群、さらには寺町景観の

意味を考察することを目的とする。 

 

京都は我が国を代表する歴史都市である。

しかし、これまで文化財保護や建築史研究の

対象となってきたのは、主に郊外に立地する

大規模な寺社建築である。これに対して、市

街地に集積する中小の寺社建築は「天明の大

火」以降の造営という年代の新しさもあって、

その建築的特色や歴史的意義が明らかとな

っていない。 

 

本研究は「天明の大火」直前の京都の都市

景観を描いた「都名所図会」の史料分析、京

都に現存する寺社建築の悉皆的は外観調査、

個別の寺社建築調査にまたがる。こうしたフ

ィールドワークと文献調査を組合せること

で、上記目的の達成を目論む。さらに本研究

は、次のような意義をもつ。 

 

（２）研究の意義 

 

この研究課題の推進にあたって、社会的意

義、また歴史研究における方法論上の意義の

ふたつを念頭に置く。 

 

社会的意義とは、未指定文化財の価値評価

への貢献である。「天明の大火」以降の建築

群は、京都市街地に大量に現存しながら、そ

の歴史的位置付けが明確でない存在である。

そのため、文化財調査の対象となっておらず、



十分な保護措置が講じられていないのが現

状である。 

しかし、京町家や文化財建造物の寺社建築

と同じく、中心市街地に点在する中小寺院か

らなる寺町の景観も、歴史都市・京都の魅力

と価値をかたちづくる有力な文化遺産とい

える。本研究を通して、こうした文化遺産と

しての価値が定かでない未指定文化財の価

値創成が期待される。 

 

これと同時に、本研究の歴史分析における、

方法論的な特色についても述べておきたい。

本研究は現存建築（フィールドワーク）と絵

図（絵画史料）を素材とした建築史研究であ

る。京都という都市レベルを分析対象として

いるため、絵図と現存建築の比較分析が具体

的建物に即して実証的に展開できる。 

 

例えば、本研究は「都名所図会」収録の寺

社を描いた絵図を取り上げる。絵図と現存建

築との比較分析により、「都名所図会」の建

築形態に関する史料批判（絵師による寺社建

築の描き方の特徴やその意味）を展開しうる。 

 

このような作業により、寺社建築を群とし

て把握し、京都の都市景観の動向を読み取る

という方法において、都市史的方法論の開拓

という視点も、本研究課題は内在する。 

 

 

３．研究の方法 

 

（１）景観を描いた絵図の分析 

 

まず安永年間に描かれた「都名所図会」（な

らびに「拾遺都名所図会」）から寺社建築の

外観特徴を抽出し、天明の大火以前の京都の

景観分析を行う。特に、精緻に描き分けられ

ている寺社建築の屋根材料・屋根形態に着目

する。さらに、絵図に描かれた境内の実地踏

査により、絵図と現存建築の比較分析（史料

批判）につなげる。 

 

（２）寺社建築と寺町景観の現状把握 

 

これと同時に、「天明の大火」以前に造営

された建築群をとどめる寺町のフィールド

ワーク（景観調査）を実施する。この成果を

絵図分析と照合させることで、「天明の大火」

以前にみられた都市景観の特徴を明らかと

する。 

 

加えて、「天明の大火」復興期の建築群が

現存する寺町地域の個別寺院建築・景観調査

を実施し、大火後に造営された建築群の特徴

も把握する。 

（３）景観変容の分析 

 

文献調査とフィールドワークを横断した

資料収集によって、「天明の大火」による景

観変容を明らかとする。さらに、この知見に

基づき、京都に現存する建築群の価値評価を

試みる。 

 

 

４．研究成果 

 

2010 年度は主に文献調査および現地建築

調査に取り組み、分析の基盤となる資料収集

に注力した。こうした収集資料に基づき、

2011 年度は日本建築学会を中心に研究成果

の公表につとめた。 

 

文献調査として、「都名所図会」収録の境

内図、明治期の寺社建築の情報が網羅される

京都府庁文書「寺院明細帳」「神社明細帳」、

浄土宗末寺の江戸時代中期の造営活動が詳

細に記録された「知恩院日鑑」といった史料

調査を実施し、建築情報を抽出した。 

 

フィールドワークは、京都市街に現存する

寺社建築の網羅的な外観調査を実施し、その

屋根形態といった建築情報を収集した。この

情報は GIS（地理情報システム）データベー

スに入力し、幅広い比較分析ができる基盤を

整えた。また景観上の特色をもつ主要な寺院

建築の個別調査も行った。 

 

これらの情報を整理・分析し、2011 年度は

研究成果の学会口頭発表（日本建築学会大会，

2011 年 8 月）ならびに論文発表（日本建築学

会関東支部研究報告集，2012 年 3 月）を行っ

た。この概要を以下に示し、本研究で得られ

た知見を述べていこう。 

 

「京都市街地における錣葺き仏堂の分布域

について」と題した論文発表は、京都に現存

する錣葺き仏堂の分布様態から「天明の大

火」による景観変容を論じたものである。ま

ず、悉皆的なフィールドワーク（図１参照）

により錣葺き屋根をもつ近世寺院建築群を

把握し、それらが「天明の大火」被災域の外

側に集積することを指摘した（図２参照）。

次いで、「天明の大火」被災域の内側、すな

わち焼失建物の具体的な屋根形態を「都名所

図会」（1780 年）に収録された境内図から検



討した。フィールド調査と絵画分析を組み合

わせた独自の方法論によって、「天明の大火」

以前に京都市街に点在していた錣葺き仏堂

の衰退を論証した。 

京都に現存する近世寺院建築は、現存数の

多さと造営年代の新しさから、建築史研究の

対象として取り上げられることは少なかっ

た。本研究はそれらを俎上にあげた学術的な

歴史研究であるとともに、京都に大量に現存

する未指定文化財の価値創成を試みた「文化

遺産の価値評価研究」としても位置づけられ

よう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 寺社建築のデータベース化（中村琢巳

「京都市街地の寺社における歴史的
建造物 GIS データベース構築」，2012） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 「天明の大火」被災域と錣葺き仏堂の

分布域（中村琢巳「京都市街における
錣葺き仏堂の分布域について」，2011） 
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